
苅
田
町
に
京
築
地
区
で
唯
一
の
４
年
制
大
学
・
西
日
本
工
業
大
学
（
以

下
　
西
工
大
）
が
あ
る
こ
と
は
み
な
さ
ん
知
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

昨
年
、
そ
の
西
工
大
が
開
学
35
周
年
を
迎
え
、
10
月
19
日
、
苅
田
町
中
央

公
民
館
で
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
「
産
・
学
・
官
」
の
連
携
が
必
要
と
さ
れ

る
な
か
、
京
築
地
区
で
唯
一
の
４
年
制
大
学
が
苅
田
町
に
あ
る
と
い
う
こ

と
は
町
の
大
き
な
財
産
の
一
つ
で
あ
り
、
こ
の
大
学
を
活
か
す
こ
と
は
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
も
欠
か
せ
な
い
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
こ

で
、
今
回
は
そ
の
西
工
大
に
つ
い
て
特
集
を
し
て
み
ま
し
た
。

皆
さ
ん
は
西
工
大
が
ど
ん
な
大
学
な
の

か
意
外
と
知
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。「
産
・
学
・
官
」
の
連
携
が
必
要
と

い
わ
れ
る
時
代
の
な
か
、
西
工
大
は
「
地

域
に
開
か
れ
た
大
学
」
を
目
指
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
西
工
大
に
は
、
全
国
各
地
か
ら
約

１
８
０
０
人
も
の
学
生
が
集
ま
り
、
苅
田

町
を
中
心
に
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
西
工
大
の
紹
介
に
併
せ
て
、
西

工
大
が
地
域
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い

こ
う
と
し
て
い
る
の
か
や
学
生
た
ち
の
部

活
動
、
ま
た
、
県
外
か
ら
来
た
学
生
が
苅

田
町
に
ど
の
よ
う
な
印
象
を
持
っ
て
い
る

の
か
な
ど
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
を
元
気
に
す
る
大
学

西
日
本
工
業
大
学

特
集

▲毎年「かんだ港まつり」を盛り上げる沖縄県人会の「エイサー」

 かんだ かんだ かんだ 
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西
工
大
の
あ
ゆ
み

▼
昭
和
42
年
　
機
械
工
学
科
、
電
気

工
学
科
の
二
学
科
で
開
学
。

▼
昭
和
43
年
　
土
木
工
学
科
、
建
築

学
科
を
増
設
し
、
４
学
科
と
な
る
。

（
▽
昭
和
43
年
　
苅
田
港
が
国
際
貿

易
港
に
指
定
。）

▼
昭
和
45
年
　
図
書
館
完
成
。

（
▽
昭
和
46
年
　
役
場
新
庁
舎
完

成
。）

（
▽
昭
和
51
年
日
産
自
動
車
（
株
）

九
州
工
場
操
業
開
始
。）

▼
昭
和
53
年
　
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー

設
置
。
総
合
体
育
館
落
成
。
大
型
電

子
計
算
機
設
置
。

▼
昭
和
55
年
　
地
盤
工
学
研
究
所
開

設
。

▼
昭
和
60
年
　
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
設

置
。

▼
昭
和
62
年
　
正
門
、
周
辺
道
路
の

整
備
。

（
▽
平
成
２
年
　
町
立
図
書
館
開

館
。）

（
▽
平
成
４
年
　
Ｊ
Ｒ
「
小
波
瀬
駅
」

が
「
小
波
瀬
西
工
大
前
駅
」
に
改
称
。）

（
▽
平
成
６
年
　
新
北
九
州
空
港
建

設
着
工
。）

▼
平
成
11
年
　
入
学
定
員
の
増
加
。

▼
平
成
13
年
　
台
湾
南
開
技
術
学
院

と
姉
妹
校
締
結
、
総
合
実
験
・
実
習

セ
ン
タ
ー
完
成
。

▼
平
成
14
年
　
開
学
35
周
年
。

て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
授
陣
も

「
ソ
ー
ラ
ー
自
動
車
の
研
究
」
や

「
地
方
都
市
に
お
け
る
中
心
市
街
地

の
活
性
化
に
関
す
る
研
究
」、「
成

西
工
大
っ
て
ど
ん
な
大
学
？

西
工
大
は
、
昭
和
42
年
、
機
械
工
学
科
と
電
気
工
学
科
の

２
学
科
に
よ
る
４
年
制
大
学
と
し
て
開
学
し
ま
し
た
。
そ
の

翌
年
に
土
木
工
学
科
と
建
築
学
科
を
増
設
し
て
４
学
科
と
し
、

本
格
的
な
工
業
大
学
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
当
初
は
、

学
生
数
も
わ
ず
か
１
３
０
人
あ
ま
り
で
、
学
生
の
出
身
地
も

九
州
を
中
心
と
し
た
地
方
色
の
強
い
大
学
で
し
た
。
し
か
し
、

現
在
は
、
学
生
数
約
１
８
０
０
人
。
教
員
・
職
員
を
加
え
る

町
の
発
展
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
35
年
間

と
約
２
０
０
０
人
が
西
工
大
キ
ャ

ン
パ
ス
（
敷
地
）
内
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
学
生
の
出
身
地
も
西
日

本
を
中
心
に
全
国
各
地
（
遠
く
は

北
海
道
）
に
ま
で
広
が
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
留
学
生
も
現
在
３
人

が
在
籍
。
今
年
か
ら
は
中
国
で
現

地
試
験
を
始
め
る
な
ど
、
留
学
生

の
積
極
的
な
受
け
入
れ
も
開
始
し

て
い
ま
す
。

時
代
の
変
化
と
と
も
に
大
学
内

も
ど
ん
ど
ん
変
化
し
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
は
、
西
日
本
有

数
の
最
新
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
揃

え
る
情
報
科
学
セ
ン
タ
ー
や
多
種

多
様
な
実
験
設
備
を
持
ち
自
由
な

創
作
活
動
が
で
き
る
総
合
実
験
・

実
習
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
開
学
以
来
、

時
代
に
即
し
た
最
新
の
設
備
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
平

成
13
年
３
月
に
完
成
し
た
風
洞
実

験
設
備
は
毎
秒
１
０
０
ｍ
の
風
を

送
る
こ
と
が
で
き
、
回
流
式
小
型

低
速
風
洞
と
し
て
は
九
州
一
を
誇

り
ま
す
。

教
育
内
容
も
、
機
械
シ
ス
テ
ム

工
学
科
、
電
気
電
子
情
報
工
学
科
、

環
境
都
市
デ
ザ
イ
ン
工
学
科
、
建

築
学
科
と
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
即
し

た
も
の
へ
と
変
化
し
、
情
報
シ
ス

テ
ム
コ
ー
ス
や
、
環
境
・
防
災
コ

ー
ス
な
ど
が
設
け
ら
れ
、
時
代
の

先
端
を
見
据
え
た
教
育
が
行
わ
れ

時
代
と
と
も
に

変
化
し
て
い
く
西
工
大

特集 西日本工業大学 

県外出身の学生に聞いてみました（①出身地②趣味・クラブ・アルバイトなど③将来の希望④苅田町の印象・思い出） 

①
広
島
県

②
野
球
部
、
ア
ル
バ
イ
ト
（
警

備
員
、
コ
ン
ビ
ニ
）

③
地
元
で
鉄
工
業

④
「
来
た
当
初
は
、
地
元
の
高

校
時
代
と
同
じ
よ
う
な
町
並
み

で
過
ご
し
や
す
そ
う
な
印
象
を

持
ち
ま
し
た
。
実
際
、
飲
食
店

が
多
く
て
住
み
や
す
い
で
す
。

野
球
部
の
練
習
終
了
後
、
よ
く

食
べ
に
行
き
ま
し
た
。
ま
た
、

地
元
で
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な

ど
を
分
け
て
出
し
て
い
た
の
で
、

「
分
別
し
な
く
て
い
い
の
か
な

ぁ
」
と
思
っ
た
り
し
ま
し
た
。

地
元
に
比
べ
て
暴
走
族
が
少

な
く
て
い
い
で
す
ね
。
た
ま
に
、

10
号
線
沿
い
を
走
ら
れ
る
と
う

る
さ
い
で
す
け
ど
。
あ
と
、
こ

こ
は
車
が
な
い
と
少
し
不
便
に

感
じ
ま
し
た
。
部
の
練
習
で
平

尾
台
を
ラ
ン
ニ
ン
グ
し
た
以
外

は
、
あ
ま
り
町
の
観
光
場
所
に

は
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

買
い
物
な
ど
は
よ
く
小
倉
に
行

っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
苅
田
で

は
食
べ
て
飲
む
く
ら
い
で
し
た

ね
。
た
だ
、
４
年
間
住
ん
で
い

て
、
住
み
や
す
い
町
だ
と
思
い

ま
し
た
。」

岡本貢法さん
（機械システム工４年）



③ 15.1.25

県外出身の学生に聞いてみました（①出身地②趣味・クラブ・アルバイトなど③将来の希望④苅田町の印象・思い出） 

いシステムを作ることが前提と先生は考える。人間が操
作すること無しに、飛行機が自ら考えて飛ぶ自律飛行能
力が備われば、人間は安全飛行のみに集中することがで
きる。つまり、先生は、飛行制御の研究をしているのだ。
まず、先生が目指すものは、ソーラーパネルを使い燃料
電池とともに数日間、成層圏を飛び続け、電話の中継器
や地球観測などの基地として活躍できる飛行機。これは、
現在アメリカのNASAで研究されているものの日本独自
版らしい。先生は言う「無人機は、日本が世界の中で力
を伸ばしていける分野ではないか。実用的で生徒にも夢
を与える研究だと思っている。」
現在9人の学生が、炭田先生のもとで卒業研究をして

いる。「自立制御法則」、「エネルギーシステム」や「機
体の形状」の研究、「フライトシュミレーター（模擬操
縦室）」の作製、「小さな飛行機を改造して飛ばす実験」
などとても難しそうな研究だ。
このような炭田先生の趣味は体を動かすこと。特にテ

ニスが好きで、西工大のテニス部の顧問をしたり、在住
する北九州市のテニスクラブにも通ったりしている。休
日はのんびり自宅でジャズを聞いたりしているそうだ。
西工大にきて1年半。「昔は自分の考えを持って自立

した学生が多かったが、今の学生は、勉強に対しての熱
意が薄い気がする。たが、とても素直でまじめ。苅田町
は、学生にとって環境のいいところだと思う。西工大の
学生の純粋さはこの環境がもたらすものではないだろう
か。」と炭田先生は話していた。

落ちない飛行機を目指して

「落ちない飛行機」。西工大には、そんな夢のある研
究をしている先生がいる。
機械システム工学科の炭田潤一郎先生だ。炭田先生は、
2年前まで、某大手の民間会社で30年間飛行機の設計
をしていた。アメリカのボーイング社で大型旅客機の設
計に関わったこともある。もしかしたら、私たちは、先
生の設計した飛行機に乗ったことがあるかもしれない。
さらに、先生はなんと、日本で初めて無人飛行機の開発
に成功した人なのだ。その無人飛行機は自衛隊の迎撃練
習用の飛行機になっている。このようなすごい先生だか
ら、現在もカナダ、中国など世界中を飛び回り、いろん
な会議で飛行機についての論文発表を行っている。
「落ちない飛行機」をつくるには、まず、信頼性の高

①
沖
縄
県

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
あ
し
な
が

育
英
会
に
参
加
し
、
親
を
な
く

し
た
人
の
た
め
の
募
金
活
動
や

高
校
生
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な

ど
を
年
に
数
回
行
っ
て
い
る
）

③
沖
縄
で
中
学
の
数
学
の
先
生

④
「
田
舎
が
好
き
だ
か
ら
、
苅

田
町
は
と
て
も
気
に
い
っ
て
い

た
の
で
す
が
・
・
・
。
沖
縄
と

の
感
覚
の
違
い
か
も
知
れ
な
い

で
す
が
、
方
向
音
痴
で
道
に
迷

っ
た
時
、
歩
い
て
い
る
人
に
道

を
尋
ね
て
返
事
が
な
か
っ
た
の

は
ち
ょ
っ
と
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た

ね
。
そ
れ
と
、
地
元
で
は
、
歩

き
か
バ
ス
が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
、

こ
ち
ら
で
は
、
自
転
車
の
多
さ

に
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
買
い

物
に
行
く
途
中
に
見
え
る
山
や

田
ん
ぼ
の
風
景
が
と
て
も
気
に

入
っ
て
い
ま
す
。
福
岡
市
に
住

ん
で
い
る
友
達
に
遊
び
に
お
い

で
と
誘
う
と
「
え
ー
！
か
ん
だ

に
？
」
っ
て
言
わ
れ
ま
す
。
田

舎
の
良
さ
を
知
ら
な
い
で
す
ね
。

あ
と
、
沖
縄
に
比
べ
て
こ
っ
ち

は
寒
い
で
す
。
今
年
、
冬
を
初

め
て
経
験
す
る
の
で
や
ば
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。」

層
圏
に
長
期
滞
在
し
て
自
律
的
に

航
行
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
飛
行
機
シ
ス

テ
ム
の
研
究
」
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
が

ユ
ニ
ー
ク
な
研
究
テ
ー
マ
を
も
っ

て
お
り
、
学
生
の
指
導
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
学
習

す
る
学
生
の
昨
年
度
の
就
職
率
は

95
・
７
パ
ー
セ
ン
ト
。
こ
の
不
況

と
い
わ
れ
る
時
勢
で
は
高
水
準
を

維
持
し
て
い
ま
す
。
就
職
課
で
は
、

「
と
り
あ
え
ず
就
職
す
る
と
い
う
の

で
は
な
く
て
、
学
生
と
じ
っ
く
り

話
を
し
て
か
ら
就
職
先
を
紹
介
し

て
い
る
た
め
、
就
職
後
の
満
足
度

も
高
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
国
公
立
大
の
大
学
院
へ
の
進

学
率
も
高
水
準
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
即
戦
力
を
必
要
と
す
る

時
代
に
対
応
す
る
た
め
に
西
工
大

自
身
も
大
学
院
を
開
設
す
る
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。

島袋千春さん
（電気電子情報工１年）

▲実習講義の様子

教授 
紹介 

町を元気にする大学 町を元気にする大学 



15.1.25 ④

人
口
約
３
万
５
０
０
０
人
の
苅
田
町
で
、
約
１

８
０
０
人
も
の
学
生
が
青
春
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
20
歳
前
後
の
若
者
が
、
県
内
の
み
な
ら
ず
全

国
各
地
か
ら
集
ま
っ
て
き
て
、
４
年
間
、
苅
田
町

で
大
学
生
活
を
満
喫
す
る
の
で
す
。
勉
学
に
励
む

ば
か
り
で
な
く
、
部
活
動
に
熱
中
す
る
学
生
が
い

た
り
、
ア
ル
バ
イ
ト
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通

し
て
社
会
参
加
を
す
る
学
生
が
い
た
り
と
、
こ
の

若
者
た
ち
は
「
若
い
町
・
か
ん
だ
」、「
学
園
都

市
・
か
ん
だ
」、「
元
気
な
町
・
か
ん
だ
」
の
重
要

な
要
素
に
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
彼
ら

の
若
さ
や
意
見
を
活
用
す
る
こ
と
も
、
こ
れ
か
ら

の
「
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
」
に
は
必
要
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
・
弓
道
部
は

全
国
的
な
名
門
チ
ー
ム

現
在
、
西
工
大
に
は
、
サ
ー
ク
ル

な
ど
の
連
合
組
織
と
し
て
、
学
友

会
、
学
術
文
化
会
、
体
育
会
、
委

員
会
が
あ
り
、
そ
の
中
に
あ
わ
せ

て
約
40
の
サ
ー
ク
ル
（
ク
ラ
ブ
活

動
）
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
学

生
の
ほ
と
ん
ど
が
い
ず
れ
か
の
部

に
所
属
し
、
思
い
出
づ
く
り
や
友

だ
ち
づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

特
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
や
弓
道

部
は
全
国
的
に
も
有
名
で
す
。
男

子
弓
道
部
は
昨
年
の
全
国
大
会
で

３
位
に
輝
き
ま
し
た
。
ま
た
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
九
州
で
１
、
２

位
を
争
う
強
豪
チ
ー
ム
で
夏
に
な

る
と
全
国
各
地
か
ら
高
校
生
が
強

化
合
宿
に
訪
れ
ま
す
。
昨
年
、
硬

式
野
球
は
九
州
地
区
で
３
位
、
ゴ

ル
フ
も
東
九
州
地
区
で
優
勝
な
ど

た
い
へ
ん
ス
ポ
ー
ツ
の
盛
ん
な
大

学
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
の
鈴

鹿
の
耐
久
レ
ー
ス
に

参
加
し
た
ソ
ー
ラ
ー

カ
ー
チ
ー
ム
や
沖
縄

の
伝
統
文
化
「
エ
イ

サ
ー
」
で
有
名
な
沖

縄
県
人
会
（
表
紙
写

真
）
な
ど
、
そ
の
ほ

か
に
も
数
多
く
の
サ

ー
ク
ル
が
あ
り
、
思

い
思
い
に
学
生
生
活

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

校・駅周辺の清掃活動に始まり、車椅子の体験学習で障
害者と触れ合ったり、各種の福祉団体の講演会のスタッ
フを務めたりと幅広い。「時間が空けば、能力の範囲内
で人の役に立ちたいです」。現在は、会長を退き後輩た
ちのアドバイザーとして貢献している。また、個人的に
語学力を活かして通訳ボランティアも引き受ける。「ボ
ランティアは、いろんな人の力を借りないと出来ません。
また、ボランティア団体がもっとＰＲしてくれれば学生
も気楽に参加しやすくなりますね」と本多さん。
現在は、「犀川に老人ホームを作ろう」をテーマに卒

業研究をしている。京築地区を回って環境・文化を学ぶ。
「4年間の学生生活をただ過ごしたのではなく、ボラン
ティアを通して地域とのつながりを持ち、行橋・苅田地
区を理解できたと思います。地元でボランティアをすれ
ば地域のことが良く分かります」と、苅田町での生活を
振り返る。卒業後も日本に残って就職し、社会人という
厳しい立場で日本文化を学ぶつもりだ。
こんな本多さんは、苅田町の図書館が気に入っている。

「郷土資料などがたくさん揃っているし、いい図書館だ
と思います。また、最近、木曜日と金曜日が夜８時まで
開館するようになったのは嬉しいです。学校が終わった
後も調べ物がしたい時には助かりますので、よく利用し
ています。」と話していた。

「苅田町で日本文化を学ぶ」

本多正宗さんは西工大始まって
以来初めての帰国子女。台湾で生
まれて、アメリカで高校生活を送
った。「日本人なのに日本語が話せ
なかった」という本多さんは、建
築の勉強をするために西工大に入
学した。西工大を選んだ理由は、
「田舎が好きだから」。田舎は、日本文化が学べ、生活費
が節約でき、住民が親切・・・などのイメージを持って
苅田町に来た。
現在苅田町在住4年目。学校の近くで他の学生と住ん

でいる。苅田町はイメージ通りの町で、弓道部に入って
作法を身につけた。ただ「正座はきつかった」という
（これも日本文化）。また、高知県人会に入って「よさこ
い祭り」にも参加した。とにかく日本文化を学んでいる。
本多さんは、ボランティアを通して地域にも溶け込ん

でいる。「西工大シグマソサエティ」の会長を約1年半
務めた。シグマソサエティとは、大学レベルの学生が
15人以上集まって作るボランティア団体で、国際ソロ
プチミストという女性が組織している国際団体がスポン
サー（親会）となっている。つまり、西工大学生のボラ
ンティアグループのこと。現在18人。活動内容は、学

　学生 
　紹介 

苅
田
町
で
送
る
学
生
生
活

特集 西日本工業大学 
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▲男子バレーボール部（部員41人、マネージャー1人）
九州一部リーグの春季大会で3年連続の優勝。昨年の秋の大会では

惜しくも破れて2位となったが実力は間違いなく九州一のチーム。平
均身長は高くないが持ち前のスピードとチームワークで他を圧倒する。
目標はあくまでも大学日本一。

▲弓道部（部員18人）
練習は真剣に、練習後は楽しく。常に勝つための

メリハリをつけた練習で、平成12年は九州学生弓
道新人戦で優勝、九州学生弓道選手権大会で準優勝。
昨年は全日本学生弓道選手権大会で3位となる。

なった。友人などを誘い総勢約60人で参加した。よさ
こい祭には毎年、全国から130団体、約13,000人の
鳴子を持った踊り子が参加するという。4日間、高知市
内でそれぞれのチームが思い思いに華やかな踊りを披露
し、大勢の参加者と見物客でもう大変なお祭りらしい。
初出場した感想は、「参加者、見物人が祭りを通して一
つになっていた。別のチームで全く知らない人でも自然
に話し掛けてくるし、いつの間にか仲良くなっていた。」
と島田さん。
昨年5月には、かんだ港まつりでも踊りを披露した。

「港まつりには来年も参加したい。踊りの良さを理解し
てもらい、町の人も一緒になって踊って欲しい。」10月
には、福岡市で開催された「福来いアジア祭り」に参加。
11月には、西工大の大学祭で踊った。そして、また次
回の「よさこい祭」への参加を目指す。「次は大学内の
友人のみでなく、参加者を一般公募して地域の人とも一
緒に参加できれば。」と島田さん。この高知県人会の若
さあふれる踊りが苅田町をさらに元気にするかもしれな
い。

「まつり好き」集まれ

「まつり好き」。そんな言葉が良く似合うサークルがあ
る。黒潮土佐（高知）県人会だ。
高知県人会は、4年前、西工大内の高知県出身者の集ま

りとして誕生した。会の目標は高知県の「よさこい祭」
への参加。ただ、当初は金銭面の問題など（学生はお金
がないから）でなかなか踊りを始めることが出来なかっ
た。約1年前、遂に「踊り」の活動が始まった。
彼らが踊る「よさこい」は、独自の派手な衣装を身に

まとい、音楽に合わせ、鳴子を持った総勢20人が楽しく
踊る。とにかく華やかで、見ている人まで思わず体が動
き出す。「見物客を引き込んで、一緒に踊って初めてお祭
りとして成立すると思っています。そこが楽しいところ
です。」と会長の島田隼人さん（3年）。よさこい節と鳴子
があれば衣装、踊りは自由。自分たちでオリジナルの踊
りを創っている。現在のレパートリーは3曲だが、毎年新
しい踊りを創っていく予定だ。
今年8月、念願の高知県「よさこい祭」への参加がか

サークル 
　紹介 

町を元気にする大学 町を元気にする大学 



地
域
の
人
も
大
学
で
講
義
を
受
講
で
き
る

西
工
大
で
は
、
そ
の
豊
富
な
施
設
、
人
材
、
研
究
成
果
を

少
し
で
も
地
域
に
還
元
し
よ
う
と
昭
和
59
年
か
ら
公
開
講
座

「
教
養
大
学
」
を
開
い
て
い
ま
す
。
町
民
の
方
に
講
義
の
内
容

と
と
も
に
、
大
学
ら
し
い
雰
囲
気
も
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と

大
学
内
の
教
室
で
、
実
際
の
講
義
形
式
で
行
う
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。「
ユ
ニ
ー
ク
で
工
学
部
の
特
色
を
生
か
し
た
講
座
を

分
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
住
民
の
ニ
ー

ズ
や
地
域
に
根
ざ
す
大
学
と
し
て
何
が
で
き
る
の
か
を
探
し

て
い
き
た
い
。」
と
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
事
務
室
長
の
宗
広
明

則
さ
ん
。
講
座
内
容
は
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

で
大
学
の
先
生
た
ち
が
企
画
し
て
い
ま
す
。

昨
年
も
春
に
「
知
識
の
と
び
ら

講
演
会
」、
秋
に
「
第
19
回
教
養
大

学
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
秋
の
教

養
大
学
は
10
月
５
日
に
「
在
宅
ホ

ス
ピ
ス
ケ
ア
の
必
要
性
に
つ
い
て
」

と
題
し
た
講
義
で
始
ま
り
、「
星
の

一
生
、
宇
宙
の
歴
史
（
原
子
核
の

世
界
か
ら
見
て
み
る
と
・
・
・
）」、

「
高
齢
化
社
会
と
財
政
」
・
・
・
な

ど
の
講
義
が
行
わ
れ
、
平
均
し
て

毎
回
約
50
人
の
受
講
者
が
集
ま
り

ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
か
ら
語
学

講
座
と
し
て
「
英
検
２
級
講
座
」

や
「
英
会
話
講
座
」
も
行
わ
れ
て

お
り
、
苅
田
町
内
外
の
社
会
人
や

高
校
生
が
受
講
し
て
い
ま
す
。
興

味
の
あ
る
方
は
参
加
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

地
域
の
教
育
活
性
化
に
貢
献
　

さ
ら
に
、
西
工
大
は
今
年
か
ら

地
域
の
教
育
活
性
化
に
も
乗
り
出

し
ま
し
た
。
地
域
の
小
・
中
学
校
、

高
校
と
「
京
築
地
区
教
育
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
を
結
び
、
体
験
学
習
の

児
童
を
受
け
入
れ
、
研
究
・
実
験

等
を
見
学
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
教
員

が
直
接
高
校
に
出
向
い
て
理
工
系

分
野
の
話
に
興
味
・
関
心
を
持
た

せ
る
「
出
前
講
座
」
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
理
科
離
れ

が
進
む
中
、
こ
の
体
験
学
習
や
講

義
を
通
じ
て
、
も
の
づ
く
り
に
興

味
を
持
つ
学
生
も
多
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
さ
ら
に
、
今
年
４
月
か

ら
は
、
県
立
築
上
西
高
校
（
椎
田

町
）
と
の
高
大
連
携
教
育
授
業
を

始
め
ま
す
。
こ
れ
は
、
高
校
生
が

西
工
大
で
受
け
た
授
業
が
、
理
科

の
授
業
単
位
と
し
て
認
め
ら
れ
る

と
い
う
も
の
で
、
授
業
料
は
無
料
。

高
校
生
に
と
っ
て
は
、
科
学
技
術

へ
の
関
心
を
高
め
た
り
、
進
路
の

決
定
を
す
る
の
に
役
立
ち
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
連
携
は
、
北
九
州
・

京
築
地
区
で
は
初
の
も
の
と
な
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
西
工
大
は
、
地

域
の
中
に
溶
け
込
も
う
と
し
て
い

ま
す
。「
地
域
の
人
た
ち
と
地
域
に

あ
る
大
学
・
学
生
が
協
力
し
て
町

の
活
性
化
を
目
指
す
。」
こ
れ
も
、

今
後
の
苅
田
町
の
更
な
る
発
展
に

つ
な
が
る
重
要
な
要
素
の
一
つ
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

地
域
に
根
ざ
す
大
学
を
目
指
し
て

▲高校生向けの体験学習

▲地域の方が熱心に講義を受ける教養大学

特集 西日本工業大学 

県外出身の学生に聞いてみました（①出身地②趣味・クラブ・アルバイトなど③将来の希望④苅田町の印象・思い出） 

①
高
知
県

②
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
、
ア
ル
バ
イ
ト
（
フ
ァ
ミ

リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
）

③
高
校
の
数
学
の
先
生

④
「
地
元
の
町
に
は
昨
年
ま
で

コ
ン
ビ
ニ
も
線
路
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
の
で
、
苅
田
町
に
来

た
当
初
は
都
会
に
見
え
ま
し
た
。

そ
れ
に
、
こ
っ
ち
の
山
に
は
木

が
少
な
い
気
が
し
ま
す
。
大
き

な
街
が
近
く
に
あ
っ
た
り
、
テ

レ
ビ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
が
多
い

の
は
う
れ
し
い
で
す
ね
。
し
か

し
、
こ
っ
ち
は
地
元
の
田
舎
に

比
べ
る
と
夜
が
恐
い
気
が
し
ま

し
た
。
地
元
で
恐
い
の
は
野
犬

く
ら
い
で
し
た
か
ら
・
・
・
。

自
転
車
が
一
年
半
の
間
に
３
台

も
盗
ま
れ
て
、
と
て
も
く
や
し

い
で
す
。
も
っ
と
パ
ト
カ
ー
に

見
回
り
強
化
し
て
欲
し
い
で
す

ね
。
で
も
、
苅
田
の
人
は
と
て

も
優
し
く
て
い
い
人
ば
か
り
で
、

ア
ル
バ
イ
ト
先
で
は
、
す
ご
く

親
切
に
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。」

丸龍真理さん
（電気電子情報工２年）

15.1.25 ⑥



⑦ 15.1.25

年は100件以上のおもちゃ患者が集まった。
利用するのは、やはり幼稚園児くらいの子どもが多い。
中には年配の方で、古い年代のおもちゃを持ってくる方
もいる。「小さな子がおじいちゃん、おばあちゃんと一
緒に来ている姿はほほえましいですね」と総合実験・実
習センター長の中園汎先生。手術の成功率は80パーセ
ント近く。原因が分かっているのに部品が無いものや、
高度なレベルのおもちゃが持ち込まれた場合はやはり難
しい・・・。
今年も、ものづくりに興味のある学生たち20人が公

募に応じて引き受けた。「できれば、学生主体のサーク
ル活動になってほしい。そうすれば、年に何回もできる
し、地域にも広がるはず。ただ、不況のなか、アルバイ
トをしなくてはならず休日に時間をとれない学生も多
く、なかなか集まらないのも事実です。」と中園先生。
しかし、教員と学生がいっしょになって地域に溶け込

もうとする姿を見ることができた。

おもちゃの病院開院

大学祭「美夜古祭」中の11月3日、4日、西工大内に
ちょっと変わった病院がオープンした。その名も「おも
ちゃの病院」。患者はこわれた「おもちゃ達」。そして、
医者は、西工大の学生と教員だ。修繕は無料で、壊れた
おもちゃを持った親子連れなどが多く訪れた。
この「病院」が始まったのは3年前。総合実験・実習

センターの移転・披露に伴うもので、①環境問題が話題
になっているなか、使い捨てを無くして物を大事にでき
る。②おもちゃは「アイデアの宝庫」で学生にとって勉
強になる。③模擬店やコンサートが中心の大学祭で、工
業大学の特色を出せ、何より、地域にも還元できること
などの理由から始まった。評判も上々。毎年口コミ等で
患者が増え、初年度は50件、2年目は80件、そして今

県外出身の学生に聞いてみました（①出身地②趣味・クラブ・アルバイトなど③将来の希望④苅田町の印象・思い出） 

①
兵
庫
県

②
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
、
ア
ル
バ
イ
ト
（
家

庭
教
師
）

③
福
岡
ま
た
は
地
元
で
建
築
系

の
仕
事

④
「
地
元
で
は
電
車
を
待
っ
て

乗
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
の
で
、
苅
田
町
に
来

た
当
初
は
、
電
車
の
本
数
の
少

な
さ
に
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。

苅
田
町
で
の
約
４
年
間
は
、
新

鮮
で
し
た
。
人
に
も
ま
れ
る
こ

と
も
な
く
穏
や
か
に
過
ご
せ
ま

し
た
。
地
元
で
は
、
社
会
見
学

で
田
ん
ぼ
見
学
な
ど
が
あ
っ
た

く
ら
い
な
の
で
、
部
屋
か
ら
緑

の
景
色
が
見
え
る
の
は
不
思
議

な
感
じ
が
し
て
良
か
っ
た
で
す
。

食
べ
物
も
安
く
て
お
い
し
い
と

思
い
ま
す
。
野
菜
と
か
も
安
く

て
親
も
ビ
ッ
ク
リ
し
て
い
ま
し

た
。
苅
田
町
か
ら
は
、
電
車
や

車
に
少
し
乗
れ
ば
小
倉
も
近
い

し
不
便
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

４
年
間
、
苅
田
町
に
住
め
て
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。」

加登都さん
（建築４年）

県外出身の学生に聞いてみました（①出身地②趣味・クラブ・アルバイトなど③将来の希望④苅田町の印象・思い出） 

①
鹿
児
島
県

②
ド
ラ
イ
ブ

③
鹿
児
島
県
内
で
土
木
技
術
者

④
「
生
活
す
る
に
当
た
っ
て
は

便
利
の
い
い
町
だ
な
ぁ
と
、
来

た
時
に
印
象
を
持
ち
ま
し
た
。

町
内
に
銀
行
や
ス
ー
パ
ー
等
が

あ
り
必
要
な
も
の
が
揃
っ
て
い

る
の
で
、
わ
ざ
わ
ざ
小
倉
へ
出

な
く
て
も
町
内
で
用
が
済
み
ま

す
。
服
や
靴
な
ど
あ
ま
り
気
に

し
な
い
ほ
う
な
の
で
安
け
れ
ば

町
内
の
ス
ー
パ
ー
等
で
間
に
合

わ
せ
ま
す
。
た
だ
、
苅
田
に
は

遊
ぶ
と
こ
ろ
が
な
い
で
す
ね
。

週
末
と
か
何
を
す
る
か
、
や
る

こ
と
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
友

達
と
集
ま
っ
て
も
「
何
し
よ
う

か
・
・
・
？
」
と
結
局
、
カ
ラ

オ
ケ
や
ボ
ー
リ
ン
グ
に
行
く
し

か
な
い
で
す
ね
。
空
港
が
で
き

て
集
客
力
が
上
が
れ
ば
、
い
ろ

い
ろ
で
き
て
町
も
変
わ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。
来
る
前
の
福

岡
県
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
少
し
違

っ
た
け
ど
、
苅
田
は
ゆ
っ
た
り

し
て
い
て
不
便
で
な
い
し
、
４

年
間
住
み
や
す
い
町
で
し
た
。」

神崎敏樹さん
（環境都市デザイン４年）

事業 
紹介 

町を元気にする大学 町を元気にする大学 
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苅
田
町
長

伊
塚
　
工

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
成
15
年

の
新
春
を
、
ど
の
よ
う
に
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
で

し
ょ
う
か
。

今
年
は
、
苅
田
町
の
将
来
に
と
っ
て
、
近
年
に

な
い
極
め
て
重
要
な
年
に
な
り
ま
す
。

ま
ず
、
第
一
に
合
併
問
題
へ
の
対
応
で
す
。

昨
年
来
、
苅
田
町
で
は
、
合
併
を
考
え
る
た
め

に
、
二
度
に
わ
た
る
特
集
号
の
発
行
、
合
併
懇
談

会
・
出
前
講
座
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
相
次
い
で
実

施
し
、
情
報
を
公
開
す
る
と
と
も
に
町
民
の
皆
様

の
ご
意
見
を
伺
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
苅
田
町
に

と
っ
て
は
①
北
九
州
市
と
合
併
、
②
京
築
１
市
５

町
と
合
併
、
③
苅
田
町
単
独
で
い
く
、
の
三
つ
の

選
択
肢
が
あ
り
ま
す
が
、
合
併
を
選
択
す
る
場
合

は
、
法
律
や
手
続
き
の
関
係
で
今
年
度
中
に
結
論

を
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
現
在
、

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
無
作

為
抽
出
で
６
０
０
０
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
送

付
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
届
い
た
方
は
ぜ
ひ
期
限

ま
で
に
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
参
考
に
し
、
議
会
と
相
談
し
な
が
ら
、

３
月
に
は
、
苅
田
町
の
進
む
べ
き
基
本
的
な
方
向

を
決
定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

次
に
、
新
北
九
州
空
港
が
い
よ
い
よ
２
年
後
の

平
成
17
年
に
開
港
し
ま
す
。
今
年
は
、
空
港
を
生

か
し
た
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
し
っ
か
り

と
し
た
計
画
や
体
制
を
つ
く
り
上
げ
る
年
で
す
。

空
港
の
開
港
で
、
陸
（
東
九
州
自
動
車
道
）、
海

（
苅
田
港
）、
空
の
交
通
拠
点
が
そ
ろ
う
こ
と
に
な

り
、
苅
田
町
に
と
っ
て
は
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス

が
訪
れ
ま
す
。
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
町
の
発
展
に
結

び
つ
け
る
た
め
に
、
都
市
基
盤
の
整
備
に
全
力
を

尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
空
港
が
開
港
す
る
年
は
奇
し
く
も
、
白

川
村
・
小
波
瀬
村
・
旧
苅
田
町
が
合
併
し
て
50
周

年
と
い
う
大
き
な
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。
温
故

知
新
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
町
の
歴
史
や

文
化
を
創
造
的
に
継
承
し
将
来
に
生
か
し
て
い
く

方
策
を
つ
く
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。い

ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
こ
れ
か
ら
地
方
自
治

を
巡
る
情
勢
は
激
し
く
変
化
し
ま
す
。
地
方
分
権
、

少
子
高
齢
化
、
環
境
、
教
育
な
ど
、
世
の
中
の
変

化
に
し
っ
か
り
と
対
応
す
る
た
め
に
、
前
例
に
と

ら
わ
れ
な
い
大
胆
な
改
革
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

最
後
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い

年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
春

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新春
メッセージ
新春
メッセージ

２００３

MESSAGE
2003

平成１５年
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第
1
回
集
区
ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ
り

昨
年
12
月
7
日
、
集
区
公
民
館
で
区
の
み
な

さ
ん
が
元
気
に
楽
し
く
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う

に
と
、
地
域
福
祉
活
動
の
一
環
と
し
て
区
・
老

人
ク
ラ
ブ
・
小
地
域
福
祉
会
・
婦
人
会
・
育
成

会
・
農
業
会
が
相
互
に
連
携
・
協
力
し
て
、
ふ

れ
あ
い
福
祉
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

約
1
5
0
人
の
参
加
者
は
区
民
に
よ
る
舞

踊
・
カ
ラ
オ
ケ
・
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
・
演
劇
な

ど
を
見
て
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の

中
で
楽
し
い
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ピ
ア
ノ
や
バ
イ
オ
リ
ン
の
専
門
家
や

テ
ノ
ー
ル
歌
手
に
来
て
頂
き
、
プ
ロ
の
芸
術
も

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
福
祉
ま
つ

り
が
区
民
み
な
さ
ま
の
ふ
れ
あ
い
や
生
き
が
い

の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
集
区
長
　
伊
森
昭
七
）

そ
ば
打
ち
体
験
・
み
そ
工
場
見
学

昨
年
12
月
12
日
、
南
原
小
学
校
6
年
生
56
人
が

総
合
学
習
の
時
間
を
利
用
し
て
等
覚
寺
見
学
と
そ

ば
打
ち
体
験
を
行
な
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地
元

の
文
化
に
触
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、

苅
田
町
農
業
指
導
者
協
議
会
の
案
内
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

児
童
た
ち
は
、
等
覚
寺
の
み
そ
工
場
を
訪
れ
、

学
校
で
食
べ
て
い
る
給
食
の
味
噌
が
ど
の
よ
う
に

作
ら
れ
て
い
る
の
か
を
見
学
（
苅
田
町
の
学
校
給

食
に
は
等
覚
寺
の
味
噌
が
使
わ
れ
て
い
る
）。
ま
た
、

国
指
定
重
要
無
形
文
化
財
の
「
等
覚
寺
の
松
会
」

が
行
わ
れ
る
白
山
多
賀
神
社
を
見
学
し
、
松
会
保

存
会
の
前
田
市
治
さ
ん
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

西
部
公
民
館
で
は
、
地
元
の
人
た
ち
や
等
覚
寺

応
援
団
の
人
た
ち
の
指
導
を
受
け
て
、
そ
ば
打
ち

を
体
験
。
そ
の
後
、
自
分
た
ち
の
手
打
ち
の
そ
ば

を
お
い
し
く
食
べ
ま
し
た
。

ライオンズクラブの
ホームステイで来日

昨年12月20日、マレーシアのアデリ
ン・テオ・リン・ウェイさんが、町長を表
敬訪問しました。
アデリンさんは17歳の高校生で、ライ

オンズクラブのホームステイ制度で来日
し、昨年12月15日から1月12日までの約
1か月間苅田町の会員宅にホームステイし
ました。

苅田工業高校サタデー・スマイル広場

福岡県が進めている青少年アンビシャス運動
の「サタデー・スマイルひろば事業」の一環
として、モノづくりの楽しさを地元の小中学
生に教える工作教室が11月16日（土）、30
日（土）に三原文化会館大ホール、苅田工業
旋盤実習室、苅田工業実習室で行なわれまし
た。講師は苅田工業高校の生徒で、ルアー作
り（32名）、コマ作り（4名）、文鎮作り（9
名）、ロボット工作（21名）をやさしく丁寧
に教え、子ども達は、初めて触れる旋盤や溶
接機に感激し、モノづくりの楽しさに興味
津々でした。

まち わだい の 
Town 
 News
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教室・講座など

公民館 へ 
行こう 

※
申
込
・
問
い
合
わ
せ
は
直
接
、

各
公
民
館
へ

北
公
民
館 

℡
０
９
３
・
４
３
４
・
９
０
０
０ 

西
部
公
民
館 

℡
０
９
３
０
・
２
３
・
８
１
０
０ 

西
部
公
民
館
ま
つ
り

2
月
15
日
（
土
）
・
16
日
（
日
）

【
両
日
開
催
】

★
作
品
展
示

▽
公
民
館
主
催
講

座
（
寿
大
学
、
女
性
セ
ミ
ナ
ー
、

親
子
天
文
、
子
ど
も
工
作
、
陶
芸
、

し
め
飾
り
、
ハ
ン
カ
チ
シ
ャ
ド
ウ

ア
ー
ト
）
▽
自
主
グ
ル
ー
プ
（
華

道
、
表
装
、
編
物
、
書
道
、
絵
画
、

俳
句
、
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
、
洋
裁
、

陶
芸
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
）

★
軽
食
コ
ー
ナ
ー
（
味
ご
は
ん
、

豚
汁
、
ぜ
ん
ざ
い
、
う
ど
ん
、
わ

た
菓
子
、
コ
ー
ヒ
ー
、
パ
ン
）

※
パ
ン
の
み
正
午
〜

★
Ｊ
Ａ
青
空
市
場

★
展
示
即
売
（
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、

創
作
粘
土
小
物
）

★
ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル

（
午
前
10
時
〜
午
後
5
時
）

【
15
日
の
み
開
催
】

★
茶
会
（
午
前
10
時
〜
午
後
2
時
）

【
16
日
の
み
開
催
】

★
日
用
雑
貨
バ
ザ
ー
（
午
前
10
時

40
分
〜
）

★
陶
芸
小
物
バ
ザ
ー

★
ミ
ニ
発
表
会
（
カ
ラ
オ
ケ
、
中

国
語
コ
ー
ラ
ス
）

★
「
風
の
旅
人
」
演
奏
（
竹
や
葦

で
作
っ
た
素
朴
な
楽
器
で
メ
ロ
デ

ィ
ー
を
奏
で
ま
す
。
）
▽
1
回
目

＝
午
前
11
時
〜
　
▽
2
回
目
＝
午

後
2
時
〜

※
前
号
で
募
集
し
た
「
お
菓
子
ア

ラ
カ
ル
ト
講
座
」「
バ
レ
ン
タ
イ
ン

チ
ョ
コ
作
り
」
は
、
引
き
続
き
募

集
し
て
い
ま
す
。（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

※
申
込
　
1
月
27
日
（
月
）
か
ら

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室

あ
な
た
も
気
楽
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

★
日
時
　
①
2
月
26
日
　
ダ
ー

ツ
・
ス
マ
イ
ル
ボ
ー
リ
ン
グ
　
②

3
月
5
日
　
室
内
ペ
タ
ン
ク
　
③

3
月
12
日
　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
・
フ

ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
　
④
3

月
19
日

ア
ジ
ャ
タ
（
全
て
水
曜

日
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分
）

★
講
師
　
苅
田
町
体
育
指
導
員
　
　
　

★
定
員
　
30
人

★
参
加
料
　
4
0
0
円
（
保
険
料
）

★
持
参
す
る
も
の
　
運
動
の
で
き

る
服
装
、
上
靴

映
　
画
　
会

「
あ
る
日
ど
こ
か
で
」

（
洋
画
・
字
幕
ス
ー
パ
ー
）

時
空
を
超
え
て
燃
え
上
が
る
宿

命
の
恋

★
日
時
　
2
月
14
日
（
金
）

午
後
7
時
〜
　

★
主
演
　
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
リ

ー
ブ
、
ジ
ェ
ー
ン
・
セ
イ
モ
ア

★
入
場
無
料

ア
レ
ル
ギ
ー
予
防
教
室
　

★
日
時
　
①
2
月
10
日
（
月
）

午

前
9
時
30
分
〜
午
後
1
時
　
②
2

月
24
日
（
月
）
午
前
10
時
〜
午
後

1
時

③
3
月
7
日
（
金
）
午
前

10
時
〜
午
後
1
時

④
3
月
10
日

（
月
）
午
前
10
時
〜
午
後
1
時

★
会
場
　
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
（
託

児
あ
り
ま
す
。
希
望
者
は
申
込
み

時
に
お
申
し
出
下
さ
い
）

★
対
象
　
子
ど
も
の
「
食
」
や
ア

レ
ル
ギ
ー
等
に
つ
い
て
関
心
の
あ

る
方

★
定
員
　
先
着
20
名
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

★
講
師
　
高
畑
康
子
さ
ん

★
内
容
　
講
話
と
調
理
実
習

★
材
料
費
　
3
2
0
0
円

（
8
0
0
円
×
4
回
分
）

※
第
1
回
目
に
一
括
納
入

※
休
講
時
の
材
料
費
返
金
は
行
い

ま
せ
ん

★
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ

TEL
0
9
3
・
4
3
6
・
5
1
1
5

健
康
講
座

テ
ー
マ
『
高
脂
血
症
』

生
活
習
慣
病
の
1
つ
で
あ
る
高

脂
血
症
の
予
防
に
つ
い
て
の
講
演

会
で
す
。
健
診
結
果
で
気
に
な
る

所
が
あ
っ
た
方
、
家
族
が
高
脂
血

症
の
方
な
ど
、
是
非
こ
の
講
演
会

を
通
し
て
健
康
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

★
日
時
　
2
月
6
日
（
木
）

午
後
2
時
〜
4
時

★
場
所
　
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ

★
講
師
　
桑
原
医
院
長

桑
原
恒
治
さ
ん

★
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ

TEL
0
9
3
・
4
3
6
・
5
1
1
5

◎公民館まつり日程
○西部公民館　2月15日（土）・16日（日）
○北公民館　2月22日（土）・23日（日）
○小波瀬コミュニテイセンター 3月１日（土）・2日（日）
○中央公民館　3月8日（土）・9日（日）
◎芸能フェスティバル（4館合同）
3月9日（日）午前9時30分～（中央公民館）

※ 詳しくは、2月10日号でお知らせします。
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講座・教室・大会

SPORTS
スポーツ 

情報 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

℡
０
９
３
・
４
３
５
・
３
５
１
５ 

第
12
回
苅
田
町
3
Ｏ
Ｎ
3
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

★
日
時
　
2
月
16
日
（
日
）

午
前
8
時
30
分
集
合

（
開
会
式
　
午
前
9
時
〜)

★
場
所
　
苅
田
町
総
合
体
育
館

★
種
目
　
①
小
学
生
の
部
　
②
中

学
生
の
部
（
男
女
混
合
も
可
）

③

一
般
男
子
の
部
　
④
一
般
女
子
の

部★
チ
ー
ム
編
成
　
選
手
3
人
、
交

代
2
人
（
計
5
人
）

★
服
装
　
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
は
上
着

が
そ
ろ
っ
て
い
れ
ば
可
。
相
手
と

の
判
断
が
つ
き
に
く
い
時
は
、
ゲ

ー
ム
シ
ャ
ツ
を
貸
し
出
す
。

★
競
技
方
法
　
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方

式★
表
彰
　
各
部
門
3
位
ま
で
。

★
申
込
締
切
　
2
月
7
日
（
金
）

午
後
5
時
必
着
（
以
降
受
付
不
可
）

★
組
合
せ
　
主
催
者
抽
選
と
す
る
。

★
申
込
先
　
苅
田
町
体
育
協
会

TEL
0
9
3
・
4
3
4
・
4
7
2
6

高
脂
血
症
・
高
血
圧

予
防
教
室

★
日
時
・
内
容

①
2
月
17
日
（
月
）
午
前
9
時
30

分
〜
11
時
30
分
　
『
血
液
を
さ
ら

さ
ら
に
す
る
方
法
』

②
2
月
21
日
（
金
）
午
前
9
時
30

分
〜
11
時
30
分
　
『
お
い
し
さ
ア

ッ
プ
で
血
圧
ダ
ウ
ン
！
』

③
2
月
25
日
（
火
）
午
前
9
時
30

分
〜
11
時
30
分
　
『
脂
肪
カ
ッ
ト

で
体
に
健
康
』

④
2
月
28
日
（
金
）
午
後
2
時
〜

4
時
　
『
マ
イ
ル
ド
な
運
動
習
慣

が
動
脈
硬
化
を
遅
ら
せ
る
』

★
募
集
人
数
　
20
人

★
場
所
　
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ

★
持
っ
て
く
る
物
　
筆
記
用
具
・

エ
プ
ロ
ン
・
実
習
費
（
2
回
分
）

8
0
0
円
　

★
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ

TEL
0
9
3
・
4
3
6
・
5
1
1
5

両
親
学
級
③
〜
⑥

妊
婦
さ
ん
と
そ
の
ご
家
族
の
た

め
の
教
室
で
す
。
パ
パ
も
ど
う
ぞ
。

受
講
料
は
無
料
で
す
。

★
日
程
　
③
2
月
1
日
（
土
）
④

2
月
6
日
（
木
）
⑤
2
月
13
日

（
木
）
⑥
2
月
20
日
（
木
）

★
場
所
　
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ

★
受
付
　
③
午
前
9
時
15
分
〜
9

時
30
分
、
④
・
⑥
午
前
9
時
45
分

〜
10
時
、
⑤
午
後
1
時
15
分
〜
1

時
30
分

★
内
容

③
赤
ち
ゃ
ん
の
沐
浴
（
お
風
呂
の

入
れ
方
）、
お
父
さ
ん
の
妊
婦
体
験

（
妊
娠
シ
ュ
ミ
レ
ー
タ
ー
）、
産
後

の
保
健

④
乳
幼
児
の
基
本
的
な
生
活
習
慣
、

み
ん
な
で
の
交
流
会

⑤
お
母
さ
ん
が
育
て
る
子
ど
も
の

歯⑥
赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
の
離
乳
食
講

座★
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康

手
帳
、
筆
記
用
具
（
③
は
バ
ス
タ

オ
ル
と
ズ
ボ
ン
が
必
要
）

★
問
い
合
わ
せ
先
　

パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ

TEL
0
9
3
・
4
3
6
・
5
1
1
5

心
を
元
気
に
す
る
講
座

★
日
程
　
①
2
月
7
日
（
金
）
②

2
月
14
日
（
金
）
③
2
月
21
日

（
金
）
④
2
月
28
日
（
金
）

★
時
間
　
全
て
午
後
7
時
30
分
〜

9
時

★
テ
ー
マ
　
①
自
分
自
身
と
向
き

合
お
う
（
交
流
分
析
に
よ
る
自
己

分
析
）
②
上
手
な
人
付
き
合
い
の

ポ
イ
ン
ト
③
人
生
を
完
全
燃
焼
し

た
い
④
う
つ
病
に
な
ら
な
い
た
め

に★
講
師
　
①
日
本
産
業
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
協
会
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
　
天
野

松
男
さ
ん
②
臨
床
心
理
士
　
山
田

幸
代
さ
ん
③
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー

溝
口
伸
之
さ
ん
④
井
本
ク
リ
ニ
ッ

ク
院
長
　
井
本
浩
之
さ
ん

★
場
所
　
全
て
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ

大
研
修
室

★
定
員
　
50
人
程
度
（
参
加
費
無

料
）

★
申
込
締
切
　
2
月
5
日
（
水
）

★
主
催
　
苅
田
町
・
苅
田
町
社
会

福
祉
協
議
会

★
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　

苅
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
　

TEL
0
9
3
・
4
3
4
・
3
6
4
1

2
月
育
児
サ
ー
ク
ル

①
絵
本
や
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
を

見
る絵

本
や
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
の

視
聴
を
通
し
て
言
葉
の
誘
発
を
図

る
。

★
日
時
　
2
月
6
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
12
時

★
場
所
　
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
和
室

★
参
加
対
象
　
0
才
児
、
1
才
児

②
折
り
紙
遊
び
（
折
り
紙
、
新
聞

紙
等
を
使
っ
て
）

折
っ
た
り
、
ち
ぎ
っ
た
り
、
丸

め
た
り
し
て
出
来
た
も
の
を
使
っ

て
、
歌
遊
び
、
表
現
遊
び
、
お
話

遊
び
を
楽
し
む
。

★
日
時
　
2
月
13
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
12
時

★
場
所
　
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
和
室

★
参
加
対
象
　
2
才
児
〜
5
才
児

③
ミ
ニ
サ
ー
ク
ル
と
の
交
流

他
の
サ
ー
ク
ル
と
の
交
流
を
通

し
て
、
地
域
と
の
連
携
を
図
る
。

手
遊
び
、
歌
遊
び
、
ス
キ
ン
シ
ッ

プ
遊
び
、
お
話
視
聴
。

★
日
時
　
2
月
20
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
12
時

★
場
所
　
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
和
室

★
参
加
対
象
　
0
才
児
〜
5
才
児

※
各
自
持
参
す
る
も
の

各
回
と
も
汗
拭
き
タ
オ
ル
、
手

拭
タ
オ
ル
、
水
筒
等
（
必
要
な
方

の
み
）



15.1.25 ⑫

平成15年度保育所入所面接案内

★日程
2月3日（月）善立寺保育園
4日（火）与原保育園
6日（木）青い鳥保育園
7日（金）第二ひまわり保育園
7日（金）三原文化会館
12日（水）白川保育園
13日（木）第一ひまわり保育園
14日（金）若久青い鳥保育園　　

（仮称）
14日（金）三原文化会館
★時間
◎保育園での面接は
午前9時30分～11時30分
◎三原文化会館での面接
（2月7日と14日）は
午後5時30分～8時30分
※入所を希望している保育園に来
ることができない人や、町外の保
育園の入所を希望している人は、2
月7日か14日の三原文化会館に来
て下さい。
上記日程に来ることができない

人は2月18～28日に役場健康福
祉課に来て下さい。（ただし、18
日以前に役場窓口に来られても面
接できません。）
★持参するもの
平成14年分源泉徴収票等その他の

添付書類､印鑑、その他必要なもの
★問い合わせ先　
役場健康福祉課社会福祉係
TEL093・434・1848

平
成
7
年
1
月
17
日
午
前
5
時
46

分
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7
・
2
（
激

震
）
の
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
戦

後
最
大
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
阪

神
・
淡
路
大
震
災
は
、
都
市
直
下
型

地
震
で
あ
り
、
建
物
の
崩
壊
や
火
災

が
相
次
ぐ
な
か
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

（
電
気
・
ガ
ス
・
通
信
・
放
送
・
上
、

下
水
道
）、
そ
し
て
道
路
交
通
網
の
寸

断
が
追
い
打
ち
を
か
け
、
そ
の
被
害

も
死
者
・
行
方
不
明
者
6
3
0
0
人

を
こ
え
る
と
い
う
甚
大
な
も
の
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
後
も
起
こ

る
で
あ
ろ
う
直
下
型
地
震
に
備
え
て
、

各
家
庭
で
震
災
対
策
の
備
え
を
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

防
災
知
識
を
身
に
つ
け
よ
う

①
ま
ず
身
の
安
全

揺
れ
を
感
じ
た

ら
丈
夫
な
机
や
テ
ー
ブ
ル
の
下
に
身

を
か
く
し
ま
し
ょ
う
。

②
冷
静
に
出
火
を
防
ぐ

使
用
中
の

ガ
ス
器
具
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
は
、
あ

わ
て
ず
冷
静
に
火
を
消
し
ま
し
ょ
う
。

③
落
下
物
な
ど
に
注
意

あ
わ
て
て

外
に
飛
び
出
す
と
屋
根
瓦
な
ど
が
落

ち
て
く
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
注
意

す
る
。

④
避
難
の
準
備

防
災
ず
き
ん
な
ど

を
被
り
、
非
常
持
ち
出
し
品
の
リ
ュ

ッ
ク
を
背
負
い
徒
歩
で
避
難
。

⑤
正
し
い
情
報
の
入
手

ラ
ジ
オ
な

ど
で
正
確
な
情
報
を
入
手
。

消防 こちら消防本部ら消防本部です 
TEL０９３・４３４・０１１９ 

１１９番   平成15年度 
保育所入所面接 

大
震
災
に
備
え
ま
し
ょ
う

避 難 場 所 
避難圏 避難所 住　　所 電話番号 

苅田小学校体育館 神田町２丁目９－１２ 093・436・3981

北公民館 若久町１丁目３－７ 093・434・9000

馬場小学校体育館 大字馬場５５８ 093・434・6247

中央公民館 京町２丁目５ 093・436・0061

南原小学校体育館 富久町１丁目４－９ 093・434・3781

総合福祉会館 大字尾倉３３１５ 093・434・2350

与原小学校体育館 大字与原１５８２ 0930・22・0399

小波瀬 コミュニティセンター 新津１丁目１０ 0930・23・1000

片島ブロック 片島小学校体育館 大字上片島１５０４ 0930・22・2495

白川小学校体育館 大字稲光３５７ 0930・22・1071

西部公民館 大字鋤崎４８１－１ 0930・23・8100
白川ブロック 

各避難圏ごとの避難所を次のように指定しています。 

苅田ブロック 

馬場ブロック 

南原ブロック 

与原ブロック 

万一のときに備えて 
家族で避難場所を 
決めておきましょう 

火災・救急・救助・その他出動件数（Ｈ14年12月末現在） 
　　　　　  火災（前年比）     救急（前年比）      救助（前年比）その他（前年比） 
12  月  中    0件 (－2） 　   93件（+7）   1件（+1）  　8件（+5） 
H14 累計  13件（－12）1071件（+32）11件（+4）  67件（+10） 



⑬ 15.1.25

環境 
ま　　ち　 

ごみに関するお問い合わせは 
役場環境保全課まで 
TEL０９３・４３４・１８３４ 

⑥
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
　
大
災
害

発
生
時
、
電
話
が
通
じ
な
く
な
っ
た

ら
、
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
「
１
７

１
」
セ
ン
タ
ー
で
家
族
や
友
人
の
安

否
を
確
認
。

⑦
駅
や
デ
パ
ー
ト
な
ど
で
は

あ
わ

て
て
出
口
に
殺
到
せ
ず
に
係
員
の
指

示
に
従
い
、
落
ち
着
い
て
行
動
し
ょ

う
。

⑧
海
辺
で
は
津
波
に
注
意

揺
れ
を

感
じ
た
ら
直
ち
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

⑨
家
具
の
転
倒
防
止
　
タ
ン
ス
や
本

棚
な
ど
は
倒
れ
な
い
よ
う
にL

型
金
具

で
壁
に
固
定
す
る
。

ベ
ッ
ト
の
上
に
倒
れ
な
い
よ
う
な
配

置
も
重
要
。

⑩
非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備
　
現

金
・
通
帳
・
印
鑑
・
非
常
食
品
・

水
・
救
急
用
品
・
衣
類
・
生
活
用

品
・
携
帯
ラ
ジ
オ
・
懐
中
電
灯
・
ラ

イ
タ
ー
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
防
災
ず
き

ん

※ 収集日に必ず汲み取りをお願いします。また、領収書は必ずもらって下さい。 
緊急時には、直接業者へ汲み取りの申込みをお願いします。　 
お問い合わせ先　　　 
環境保全課（TEL０９３－４３４－１８３４）または清掃事務所（TEL０９３－４３４－２５６７） 

京町1丁目（町道 
苅田港線より南側） 
磯浜町1丁目（添田 
木材横通りより南側） 
磯浜町２丁目 

★し尿収集業者の担当地域が変わりました。 
　平成１５年１月より、これまで苅田衛生社が収集していた地域を苅田環境整備センターが、 
苅田環境整備センターが収集していた地域を苅田衛生社が担当します。 
（※収集日の変更はありません） 
 ■　し尿汲み取り地区割りと収集曜日　（平成15年１月から12月末日まで） 

北部（北九州側）地区 　南部(行橋側)地区 
 

                  苅田衛生社 
（TEL０９３・４３４・４５３１） 

         苅田環境整備センター 
（TEL０９３０・２５・９５８３） 
 

第1回目 第3回目 第2回目 第4回目 第1回目 第3回目 第2回目 第4回目 

若久町1丁目 
雨　窪 
若久町２丁目 

京町2丁目 
 

松　山　 
若久町３丁目 

松　原 
富久町１丁目（殿川 
より産関道路まで） 
殿川町 

富久町1丁目 
（産関道路より南側） 

神田町3丁目 
馬場、城南 
集（県道より山側） 

神田町２丁目 
南原（産関道路より 
北側と産関道路より 
南側で県道より山側） 

富久町2丁目 
近衛ヶ丘、集（県 
道と日豊線との間） 
南原（産関道路よ 
り南側で県道とＪ 
Ｒ日豊線との間） 
新津、木ノ元、 
浄土院、猪熊、 
葛川（旭ヶ丘団地） 

葛川（旭 
ヶ丘団地 
を除く） 

山口 
法正寺 
谷 
稲光 

神田町1丁目 
（駅前通りより北側） 

長　畑 
提 

与　　原 

桜ヶ丘 

尾倉（日豊線より 
山側）、片島、岡崎、 
八田山、稲光上 
 

幸町 
神田町1丁目（駅前通 
りより町道苅田港線ま 
で） 
京町1丁目（井場川よ 
り町道苅田港線まで） 

磯浜町1丁目（町道 
苅田港線より北側） 
港町、長浜町 

尾倉（日豊線より海 
側） 
小波瀬 
 鋤　崎 

黒　添  

緑ヶ丘 
百合ヶ丘 

白　石 
二　崎 
 

休　　み　　　　 休　　み 　　　　休　　み　　　 休　　み 
 
休　　み　　　　 休　　み 　　　　休　　み　　　 休　　み 
 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 



15.1.25 ⑭

苅田町消費生活相談窓口　 
　（月・水・金曜日）　　　TEL０９３・４３４・１９５４ 
 

ファイルNo.9

事件事件簿 消費生活 
事件簿 

苅田町 

20
歳
に
な
っ
た
ら
、
自
分
だ

け
の
意
思
で
い
ろ
い
ろ
な
契
約

が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

で
も
、
安
易
な
契
約
は
ト
ラ
ブ

ル
の
も
と
。
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ

て
泣
く
前
に
、
き
ち
ん
と
ル
ー

ル
を
マ
ス
タ
ー
し
ま
し
ょ
う
。

《
契
約
っ
て
契
約
書
に
は
ん
こ
を
押

し
て
初
め
て
成
立
す
る
ん
じ
ゃ
な

い
の
？
》

い
い
え
売
る
人
と
買
う
人
の
気
持

ち
が
一
致
し
た
と
き
、
契
約
は
成
立

し
ま
す
。
だ
か
ら
、
口
約
束
で
も
リ

ッ
パ
に
契
約
は
成
立
。
契
約
書
は
証

拠
を
残
す
も
の
と
考
え
て
下
さ
い
。

《
契
約
は
し
た
け
れ
ど

や
っ
ぱ
り
や
〜
め
た
！
》

原
則
と
し
て
一
度
結
ん
だ
契
約
は
、

勝
手
に
破
棄
で
き
ま
せ
ん
。
で
も
、

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
契
約
の
無

効
や
取
り
消
し
を
主
張
で
き
ま
す
。

①
錯
誤
（
思
い
違
い
）
に
基
づ
く
契

約
②
公
序
良
俗
に
反
す
る
契
約
③
詐

欺
、
脅
迫
に
よ
る
契
約
④
債
務
不
履

行
・
欠
陥
商
品

あ
な
た
の
都
合
で
解
約
し
た
い
と

き
は
、
相
手
に
話
を
し
て
、
応
じ
て

も
ら
え
れ
ば
解
約
で
き
ま
す
。
そ
の

場
合
、
解
約
条
件
と
し
て
違
約
金
を

請
求
さ
れ
る
こ
と
も
。
も
し
、
あ
な

た
が
未
成
年
だ
っ
た
ら
、
親
が
認
め

て
い
な
い
契
約
は
取
り
消
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
お
こ
づ
か
い

程
度
で
買
え
る
も
の
や
、
成
人
だ
と

偽
っ
た
場
合
は
取
り
消
せ
ま
せ
ん
。

20
歳
を
過
ぎ
た
ら
、
責
任
は
あ
な

た
自
身
に
か
か
っ
て
く
る
こ
と
を
覚

え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

《
セ
ー
ル
ス
マ
ン
に
乗
せ
ら
れ
て
つ

い
契
約
し
ち
ゃ
っ
た
。》

訪
問
販
売
な
ら
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
と
い
う
切
り
札
が
あ
り
ま
す
。
訪

問
販
売
に
は
、
家
に
訪
ね
て
来
る
家

庭
訪
問
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
ん
な
カ

タ
チ
が
あ
り
ま
す
。

①
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス

街
頭
で
声
を
か
け
ら
れ
、
半
ば
強

引
に
店
ま
で
連
れ
て
行
か
れ
る
。（
エ

ス
テ
な
ど
）

②
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス

販
売
目
的
を
告
げ
ず
に
、
店
に
呼

び
出
さ
れ
る
。（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
絵

画
な
ど
）

③
紹
介
販
売

友
人
や
顔
見
知
り
の
人
か
ら
、
職

場
や
キ
ャ
ン
パ
ス
で
購
入
を
勧
め
ら

れ
る
。（
化
粧
品
・
下
着
・
健
康
食
品

な
ど
）

20
歳
に
な
っ
た
み
な
さ
ま
へ

〜
安
易
な
契
約
は
や
め
ま
し
ょ
う
〜

《
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
っ
て
な
ー

に
？
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？
》

い
っ
た
ん
結
ん
だ
契
約
を
一
定
の

期
間
内
な
ら
、
消
費
者
か
ら
一
方
的

に
無
条
件
で
解
約
で
き
る
の
が
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
で
す
。
た
だ
し
、

自
分
の
意
思
で
店
に
行
っ
た
場
合
や

通
信
販
売
な
ど
に
こ
の
特
典
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き

る
期
間
は
短
い
の
で
、
急
い
で
文
書

で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
仕
方

○
契
約
書
面
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら

8
日
間
以
内
に
販
売
会
社
に
書
面
で

申
し
出
ま
し
ょ
う
。（
マ
ル
チ
商
法
、

内
職
・
モ
ニ
タ
ー
商
法
は
20
日
間
）

○
証
拠
の
残
る
「
簡
易
書
留
」
か

「
配
達
記
録
郵
便
」
で
出
し
、
コ
ピ
ー

を
保
管
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
の
と
き
は
、
同

様
の
書
面
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
に
も

出
し
ま
し
ょ
う
。

○
通
信
販
売
の
よ
う
に
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
の

で
注
意
し
て
下
さ
い
。
契
約
書
面
を

よ
く
読
み
ま
し
ょ
う
。

安易な契約はダメ 
契約するときは 
よ～く考えてから！ 
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おめでとう20歳　よろしく国民年金！

成人式を迎えられた皆さん、おめでと
うございます。20歳は大切な人生の節
目であり旅立ちの日、一人の大人として
自覚と責任の始まりでもあります。
国民年金についても20歳は出発の日

です。20歳になられたみなさんは60歳
になるまで国民年金に加入することにな
ります。
「老後なんてまだ先のこと」と思ってい
ませんか？でも老後は必ずやってきま
す。不慮の事故や病気について「自分は大丈夫」と思っていま
せんか？でもそのような保障はありません。長い人生の“老後”
や“もしもの時”に備えて、国民年金の加入の手続きをしまし
ょう。

（公的年金のメリット）
○国が運営しているから安心です。
○国民年金は、受け取る年金額の3分の1を国が負担していま
す。
○受け取る年金は、物価の上昇に応じて増額されるので、実質
的な価値が保障されます。
○公的年金は生涯支給されます。
○保険料は全額社会保険料控除の対象となります。

公的年金はつぶれるの？
公的年金制度は「現在の現役世代が保険料を払うことによっ

て現在の高齢者の生活を支え、自らが将来高齢者となった時に
は、現役時代の保険料納付の実績に応じて、その時の現役世代
の支払う保険料により年金を受ける」という世代を超えた支え
合いのしくみによって成り立っています。
このしくみを持つ公的年金のみが「予測がつかない将来の長

い老後の生活を確実に保障できる唯一のもの」であり、世代間
の調整を適切に行っていけば、公的年金がつぶれることはあり
えません。

※公的年金の加入と保険料の納付は、自分の老後、家族、そし
て思わぬ障害を受けた時のためにも大切なことです。どうか忘
れないでください。
公的年金を支え、育てるのは、あなた自身だということを、

そして、やがては、次の世代にあなたも支えられるのだという
ことを。

住民課年金係 

TEL０９３・４３４・１８３３ 

年金情報年金情報 

契
約
解
除
通
知
書

私
は
、
貴
社
と
次
の
契
約
を
し
ま
し
た
が
、
解
除
し
ま
す
。

契
約
年
月
日
　
○
○
年
○
月
○
日

商
品
名
　
　
　
○
○
○
○
○

私
が
支
払
っ
た
代
金
は
返
金
し
て
く
だ
さ
い
。

受
け
取
っ
た
商
品
は
お
引
き
取
り
く
だ
さ
い
。

○
年
○
月
○
日
　
　
　
　

京
都
郡
苅
田
町
○
○
○
○
（
氏
名
）
○
○
○
○

（
販
売
会
社
）
東
京
都
●
●
区
●
●
町
●
丁
目
●
番

株
式
会
社
●
●
●
●
　
　
代
表
取
締
役
●
●
●
●
様

《
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
を
す
る
と
ど

う
な
る
の
？
》

契
約
は
は
じ
め
か
ら
な
か
っ
た
こ

と
に
な
り
、
支
払
い
済
み
の
代
金
は

全
額
返
済
さ
れ
ま
す
。
損
害
賠
償
金

や
違
約
金
を
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
商
品
を
受
け
取
っ
て
い
る
場
合

は
、
業
者
負
担
で
商
品
を
引
き
取
っ

て
も
ら
え
ま
す
。

〜
20
歳
に
な
っ
た
み
な
さ
ん
へ
〜

自
立
し
た
消
費
者
に
な
り
ま
し
ょ

う
。
基
本
的
に
契
約
と
は
守
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
約
束
で
、
一
方
的
に

解
除
は
で
き
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、

「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
」
が
で
き
る
か

ら
と
い
っ
て
、
安
易
に
契
約
を
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
適
用
さ
れ
な
い
場

合
も
あ
る
し
、
期
間
も
限
ら
れ
て
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
社
会
生
活
を
始
め
る
み

な
さ
ん
は
、
本
当
に
自
分
に
必
要
な

も
の
な
の
か
ど
う
か
、
支
払
う
こ
と

が
で
き
る
か
ど
う
か
判
断
し
契
約
す

る
、
自
立
し
た
消
費
者
に
な
り
ま
し

ょ
う
。

○
苅
田
町
消
費
生
活
相
談
受
付
件
数
　

4
月
〜
12
月
末
　
2
2
3
件

クーリング・オフ（記載例）
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くらしの情報

京
都
森
林
組
合
職
員
採
用
試
験

★
第
１
次
試
験
日
　
3
月
6
日
（
木
）

★
受
付
期
間
　
2
月
5
日
〜
21
日

★
受
験
資
格
　
昭
和
50
年
4
月
2
日
〜
昭

和
59
年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
人

★
試
験
科
目
　
（
1
次
試
験
）
教
養
試
験
、

適
性
検
査
（
2
次
試
験
）
作
文
、
面
接

★
採
用
予
定
人
員
　
1
人

★
問
い
合
わ
せ
先
　
京
都
森
林
組
合

TEL
0
9
3
0
・
4
2
・
0
0
3
7

宅
地
建
物
に
関
す
る
無
料
相
談
所

開
設

★
日
時
　
2
月
14
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

午
後
4
時
（
受
付
は
午
後
3
時
ま
で
）

★
場
所
　
行
橋
商
工
会
議
所

★
問
い
合
わ
せ
先

(

社)

福
岡
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

TEL
0
9
2
・
6
3
1
・
1
7
1
7

福
岡
地
区
障
害
者
雇
用
促
進
面
談
会

★
日
時
　
2
月
20
日
（
木
）
午
後
1
時
〜

4
時
　
※
求
職
者
受
付
に
つ
い
て
は
、
30

分
前
か
ら
開
始
し
ま
す
。

★
場
所
　
博
多
サ
ン
ヒ
ル
ズ
ホ
テ
ル

（
福
岡
市
博
多
区
吉
塚
本
町
）

★
主
催
　
福
岡
県
、
福
岡
労
働
局
、
福
岡

地
区
各
公
共
職
業
安
定
所
、（
社)

福
岡
県

障
害
者
雇
用
促
進
協
会

※
参
加
費
無
料

★
問
い
合
わ
せ
先
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
行
橋
　

TEL
0
9
3
0
・
2
5
・
8
6
0
9

雇
用
促
進
住
宅
苅
田
宿
舎
入
居
案
内

★
所
在
地
　
苅
田
町
下
新
津
5
2
9-

2

★
戸
数
　
3
棟
1
2
0
戸
　
2
Ｄ
Ｋ
　

★
家
賃
　
1
7
1
0
0
円

〜
2
4
9
0
0
円
　

★
共
益
費
　
2
7
5
0
円
　

★
敷
金
　
家
賃
の
2
倍

★
入
居
要
件
①
雇
用
保
険
の
被
保
険
者
で

あ
る
こ
と
②
同
居
す
る
親
族
が
い
る
こ
と
。

な
お
、
事
業
所
貸
与
、
単
身
者
貸
与
も
相

談
の
う
え
可
能
③
毎
月
の
収
入
額
が
家
賃

と
共
益
費
の
合
計
額
の
4
倍
以
上
で
あ
る

こ
と
④
確
実
な
連
帯
保
証
人
が
い
る
こ
と

★
問
い
合
わ
せ
先
　
苅
田
宿
舎
管
理
事
務
所

TEL
0
9
3
0
・
2
3
・
0
0
4
3

行
橋
県
税
事
務
所
休
日
開
庁

納
税
相
談
や
県
税
の
納
付
も
で
き
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
尚
、

一
部
取
り
扱
え
な
い
業
務
も
あ
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
お
尋
ね
下
さ
い
。

★
日
程
　
2
月
2
日
（
日
）、

2
月
16
日
（
日
）、
2
月
23
日
（
日
）

★
時
間
　
午
前
8
時
30
分

〜
午
後
5
時
15
分

★
問
い
合
わ
せ
先
　
福
岡
県
行
橋
県
税
事

務
所
　
TEL
0
9
3
0
・
2
3
・
2
2
5
8

住
宅
金
融
公
庫
か
ら
の
お
知
ら
せ

住
宅
金
融
公
庫
は
、
平
成
14
年
12
月
24

日
か
ら
「
新
特
例
（
住
宅
ロ
ー
ン
返
済
困

難
者
対
策
）」
を
拡
充
し
ま
し
た
。
不
況
に

よ
る
倒
産
・
リ
ス
ト
ラ
で
失
業
や
収
入
減

少
と
な
り
、
公
庫
融
資
の
返
済
が
苦
し
く

な
ら
れ
た
場
合
、
返
済
方
法
の
変
更
と
し

て
返
済
期
間
を
最
長
15
年
間
延
長
で
き
る

な
ど
、
特
例
措
置
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

詳
細
は
左
記
ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

★
問
い
合
わ
せ
先

住
宅
金
融
公
庫
福
岡
支
店

TEL
0
9
2
・
7
2
2
・
5
0
1
1

福
岡
県
の
し
ご
と
検
索
シ
ス
テ
ム

「
ｅ
し
ご
と
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｏ
Ｋ
Ａ
」

ス
タ
ー
ト

福
岡
県
で
は
、
企
業
・
求
人
、
求
職
者

情
報
を
集
め
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
e
し
ご

と
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｏ
Ｋ
Ａ
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

仕
事
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
・
セ
ミ
ナ
ー
情

報
等
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
求
人
・
休
職

情
報
の
登
録
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
行
い

無
料
で
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ド
レ
ス
は

h
ttp
://w

w
w
.e
s
-f.n
e
t

★
問
い
合
わ
せ
先

社
団
法
人
福
岡
県
雇
用
対
策
協
会

TEL
0
9
2
・
7
2
0
・
5
9
0
0

FAX
0
9
2
・
7
2
0
・
5
0
1
2

平
尾
台
イ
ベ
ン
ト
情
報

◎
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
講
習
会

★
日
時
　
2
月
7
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

★
対
象
　
10
人

★
材
料
代
　
2
0
0
0
円
程
度

★
申
込
締
切
　
1
月
31
日
（
金
）

◎
大
地
の
息
吹(

洞
窟
の
自
然
現
象
の
観
察)

★
日
時
　
2
月
9
日
（
日
）

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

★
対
象
　
20
人

★
申
込
締
切
　
2
月
2
日
（
日
）

●
申
し
込
み
は
往
復
ハ
ガ
キ

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
平
尾
台
自
然

観
察
セ
ン
タ
ー
（
〒
8
0
3-

0
1
8
6

北
九
州
市
小
倉
南
区
新
道
寺
3
0
9
2-

2
）

TEL
0
9
3
・
4
5
3
・
3
7
3
7

北
九
州
空
港
発
着

チ
ャ
ー
タ
ー
便
で
行
く
「
韓
国
へ

の
旅
」

★
日
程

2
月
8
日(

土)

〜
2
月
11(

火)

3
泊
4
日(

料
金
に
は
渡
航
手
続
き
費
用
な

ど
は
含
み
ま
せ
ん)

◆
ス
キ
ー
コ
ー
ス(

先
着
50
名)

○
ド
ラ
ゴ
ン
バ
レ
ー(

3
泊)

全
食
事
な

し
＝
5
8
8
0
0
円
〜
6
5
8
0
0
円

◆
韓
国
横
断
コ
ー
ス(

先
着
50
名)

○
江
原
道(

1
泊)

ソ
ウ
ル(

2
泊)

全
観
光
・

食
事
付
＝
6
8
8
0
0
円

○
江
原
道(

1
泊)

全
観
光
・
食
事
付
＋
ソ

ウ
ル(

2
泊)

自
由
行
動
・
朝
食
付
＝
5
9

8
0
0
円
　

★
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
北
九
州
市
新

空
港
推
進
室
　
TEL
0
9
3
・
5
8
2
・
2

3
0
8
ま
た
は
、
苅
田
町
広
域
交
通
推
進

室
　
TEL
0
9
3
・
4
3

5
・
2
1
0
0
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iving Information1Ｌ
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
は
、
毎

年
1
月
1
日
現
在
で
、
同
月
10
日
ま
で
に
、

本
人
か
ら
の
申
請
な
ど
に
基
づ
き
、
農
業

委
員
会
の
審
査
を
経
て
、
2
月
20
日
ま
で

に
調
整
さ
れ
、
15
日
間
の
縦
覧
に
供
し
た

上
で
3
月
31
日
に
確
定
し
ま
す
。

縦
覧
期
間
に
登
録
の
有
無
に
つ
い
て
ご

確
認
い
た
だ
く
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

★
縦
覧
日
時
　
2
月
23
日
〜
3
月
9
日

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

★
縦
覧
場
所
　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

(

役
場
3
階)

★
申
請
で
き
る
人
　

①
苅
田
町
農
業
委
員
会
の
区
域
内
に
住
所

を
有
す
る
人

②
年
齢
20
歳
以
上(

昭
和
58
年
4
月
1
日
以

前
に
出
生)

の
人

③
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き
耕
作
の

業
務
を
営
む
人

④
耕
作
の
業
務
を
営
む
人
の
同
居
の
親
族

ま
た
は
配
偶
者

⑤
耕
作
に
従
事
す
る
日
数
が
年
間
60
日
以

上
の
人

★
問
い
合
わ
せ
先

町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

TEL
0
9
3
・
4
3
4
・
1
1
1
2

け
ん
玉
10
周
年
記
念
大
会

〜
け
ん
玉
で
障
害
者
と
子
ど
も
が
ふ

れ
あ
う
つ
ど
い
〜

★
日
程
　
2
月
22
日
（
土
）

★
場
所
　
行
橋
市
武
道
館

★
参
加
費
　
3
0
0
円

（
3
歳
以
上
　
こ
ま
付
き
）

★
内
容
（
1
ス
テ
ー
ジ
目
）
午
前
10
時

〜
11
時：

開
会
・
け
ん
玉
大
会
、
午
前

11
時
〜
12
時：

こ
ま
の
サ
ー
カ
ス
上
演

（
2
ス
テ
ー
ジ
目
）
午
後
12
時
45
分
〜
1

時
45
分：

こ
ま
の
サ
ー
カ
ス
上
演
、
午

後
1
時
45
分
〜
2
時
15
分：

こ
ま
や
け

ん
玉
で
遊
ぼ
う

※
け
ん
玉
大
会
は
1
ス
テ
ー
ジ
目
の
み

で
す
。
賞
品
も
あ
り
ま
す
の
で
挑
戦
し

て
下
さ
い
。（
け
ん
玉
持
参
の
こ
と
。
貸

出
も
あ
り
。）

★
申
込
締
切
　
2
月
4
日
（
火
）

★
申
込
方
法
　
1
ス
テ
ー
ジ
・
2
ス
テ

ー
ジ
の
別
を
明
ら
か
に
し
て
、
左
記
の

連
絡
先
に
電
話
ま
た
は
、
は
が
き
で
申

し
込
ん
で
下
さ
い
。
後
日
、
電
話
連
絡

し
ま
す
。（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

★
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
行
橋
市
身

体
障
害
者
福
祉
協
会
（
〒
8
2
4-

0
0

0
3
行
橋
市
大
橋
1-

4-

3
）

TEL
0
9
3
0
・
2
2
・
1
6
0
8

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
証
明
書

(

申
告
用)

に
つ
い
て

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
証
明
書(
申
告

用)

に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
ま
で
役
場
住

民
課
年
金
係
が
発
行
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

平
成
14
年
度
か
ら
国
民
年
金
の
保
険
料
徴

収
事
務
が
市
町
村
か
ら
国
に
変
更
に
な
り
、

市
町
村
で
は
発
行
で
き
な
い
よ
う
に
な
り

ま
し
た
の
で
確
定
申
告
に
際
し
ま
し
て
は
、

国
民
年
金
保
険
料
の
領
収
書
等
を
持
参
す

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
領
収
書
を
紛
失
さ
れ
た
方
に
つ

い
て
は
小
倉
南
社
会
保
険
事
務
所
に
照
会

す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

★
照
会
先
　
小
倉
南
社
会
保
険
事
務
所

国
民
年
金
保
険
料
課
（
〒
8
0
0-

0
2

9
4
北
九
州
市
小
倉
南
区
下
曽
根
1-

8-

6
）

TEL
0
9
3
・
4
7
1
・
8
8
6
6

★
問
い
合
わ
せ
先
　
町
税
務
課

TEL
0
9
3
・
4
3
4
・
1
1
1
5

恩
給
欠
格
者
、
引
揚
者
の
皆
様
へ

旧
軍
人
軍
属
で
恩
給
な
ど
を
受
け
て
い

な
い
方
、
終
戦
に
伴
い
本
邦
以
外
の
地
域

平成16年度に県立中高一貫教育校が開校します

福岡県では、県立高校を改編して、平成16年度に併設型と中等教育学校
の2つの形の中高一貫教育校を3校開校します。新設する併設型の県立中学
校及び中等教育学校の通学区域は全県であり、県内全域から生徒を募集し
ます。なお、併設型の場合には、高校段階でも外部募集を行います。

○併設型：県立中学校（新設）と高校を入試なしで接続するものです。
○中等教育学校：一つの学校として6年間一体的な教育を行うものです。

豊津高校については、県立中学校を豊津高校校地内に併設し、中学校と
高校を高校入試を行わずに接続し、6年間の一貫教育を行います。
この中高一貫教育校においては、藩校以来の歴史と伝統を踏まえ、学校
所蔵の史料や自然環境を活用した課題研究、観察・実験等を行います。
また、異年齢集団による体験的学習や調べ学習を通して、豊かな人間性
や感性の涵養を図ります。なお、豊津高校については、併設型として設置
しますが、将来的に中等教育学校への改編を検討することになっています。
★問い合わせ先　福岡県教育庁企画調整課　TEL092・643・3883

か
ら
引
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
方
に
内
閣
総
理

大
臣
名
の
書
状
な
ど
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

す
で
に
請
求
さ
れ
た
方
は
、
請
求
の
必

要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

★
請
求
期
限
　
3
月
31
日
ま
で

★
問
い
合
わ
せ
先
　
総
務
省
認
可
法
人
平

和
祈
念
事
業
特
別
基
金
　
TEL
0
1
2
0
・

2
3
4
・
9
3
3
※
請
求
書
類
は
、
健
康

福
祉
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

★
問
い
合
わ
せ
先
　
町
健
康
福
祉
課
　

TEL
0
9
3
・
4
3
4
・
1
8
4
8

学区　　　　　対象校　　　　　 設置形態　　　　　設置場所
1 豊津高校　　　　　　　　併設型　　　（中・高）豊津高校校地
2 門司高校・門司北高校　　併設型　　　（中）門司北高校校地

(高）門司高校校地
10 黒木高校　　　　　　　 中等教育学校　 黒木高校校地
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伝言コーナー

苅田町俳句大会
句友お誘い合わせの上、ご応募ご参加下さい。
★日時　3月23日（日）午前9時から受付

当日嘱目1句投句（午前11時締切）
★場所　苅田町中央公民館
★締切日　2月28日（金）必着
★投句先　増田直子

（〒800-0323 苅田町大字与原671）
★大会選者（募集句）
進菁亀（「ホトトギス同人」日本伝統俳句協会員）
★自宅選者　伊藤通明（「白桃」主催）
★投句　2句1組（当季雑詠未発表）で1人何組でも
可。200字詰原稿用紙に郵便番号、住所、氏名、電
話番号も明記のこと　※投句料は1組につき1000
円（作品と同封して下さい。）
★賞　文化協会賞、教育長賞、特選・秀逸・佳作・
当日互選賞
★主催　苅田町文化協会俳句部
★後援　苅田町教育委員会
★問い合わせ先　増田　TEL  0930・23・6720

講演会と連句実作会のご案内
本年は「国民文化祭ふくおか2004」の前年にあたり

プレ国民文化祭連句大会を本年11月8日(土）に三原文化
会館で開催する予定です。その事業の一環として、講演
会と連句実作会を開催いたします。
★日時　2月7日（金）
（講演会）午前10時～　（実作会）正午～午後3時30分
★場所　三原文化会館大ホール
講師　大野鵠士氏（中日カルチャーセンター講師・元岐
阜大学講師）
★演題　連句楽々
※俳句・連句に興味のある方のご参加をお待ちしています。
★申込・問い合わせ先　生涯学習課文化係

TEL093・434・1982

水曜名画座（一般向け）

（ 山田洋次監督特集）
5日 虹をつかむ男 120分

西田敏行主演
12日 幸福の黄色いハンカチ 108分

高倉健主演
19日 遥かなる山の呼び声 124分

高倉健主演
26日 息子 121分

三國連太郎主演

日曜子ども映画会

2日　母をたずねて三千里 107分
9日　アルプスの少女ハイジ 107分
16日　フランダースの犬 103分
23日　メトロポリス 113分

[一般]
ＴＶパラダイス ～こんな人、あんな人～

２００３年もスタートして１か月。年の初
めに「初笑い」はいかがでしょう。ＴＶでよ
く知るタレント・俳優・歌手の意外な一面を
発見したり、ＴＶで見せる顔とは違う、思わ
ず笑ってしまう告白があったりするかもしれ
ません。今年は、どんな年になりそうです
か？明るい話題が多い年になれば良いですね。

[児童] オニさんこちら

３日は節分。節分とは立春の前の晩に行う
豆まきの行事です。豆まきとは、むかしむか
し鬼が都へ乱入しようとした時に、豆をまい
て追い払った伝説に基づいて始まった習慣だ
そうです。いろんなオニに絵本の中で出会っ
てみませんか？

　 2月の映画会月の映画会 
 （午後（午後2時～ＡＶホール）時～ＡＶホール） 
　 2月の映画会 
 （午後2時～ＡＶホール） 

特設コーナー特設コーナー 特設コーナー 特設コーナー 

図書館情報

木曜日と金曜日は午後8時までご利
用できます。

図書館　 TEL093・436・0946

青龍窟にしめ縄を
飾りました

昨年12月27日、
「郷土の自然と文化
を守る会」が青龍
窟入口にしめ縄を飾りました。このしめ縄は、会員達が
ワラを持ち寄り約1日がかりで作ったものです。
この会は、青龍窟に行く山道わきに桜の木を植えたり、
年に3回山道を改修する活動もしています。森下会長は
「これからも、体の続く限りこのような活動を続けてい
きたいと思います。社会のために少しでもお役に立てれ
ばうれしいです。」と話していました。



■法律相談
★日時 2月3日（月）午後１時30分～4時30分
★場所 パンジープラザ　★相談員　弁護士　※電話予
約制で1月28日から受付　先着8人　町社会福祉協議
会（TEL０９３・４３４・３６４１）

■心配ごと相談
★日時　2月4日(火)、18日(火)、25日(火) 午前10
時～午後3時　★場所　パンジープラザ　★相談員
民生児童委員、人権擁護委員、行政・母子・婦人各相
談委員
※当日電話相談もあります（TEL０９３・４３４・３６４７）

■身体障害者心配ごと相談
★日時　2月4日（火）午後１時30分～4時
★場所　パンジープラザ　★相談員　苅田町身体障害
者相談員３人、心配ごと相談員　※当日電話相談もあ
ります(TEL０９３・４３４・３６４７)

■介護ホッと相談
★日時　2月13日（木）、27日（木） 午前10時～
12時　★場所　パンジープラザ　★相談員　介護体験
者　※当日電話相談もあります(TEL０９３・４３４・３
６４７）

■京築地区福祉人材バンク職業紹介
★日時　2月20日（木）午前10時～12時
★場所　パンジープラザ　★問い合わせ先　京築地区
福祉人材バンク(TEL０９３０・２３・８４９５）

■障害者生活支援苅田出張相談
★日時　2月28日（金）午前9時30分～11時30分
★場所 パンジープラザ　★問い合わせ先　行橋市障害
者生活支援センター（TEL０９３０・２５・５５３４）

■弁護士による無料法律相談
★日時　2月4日（火）午後1時～4時　★受付　当日
の午前9時から電話で予約（先着6人まで）
★場所　福岡法務局行橋支局相談室(行橋市大橋２丁目
22－10）★相談内容　法律問題全般　★問い合わ
せ・予約先　福岡法務局行橋支局（TEL０９３０・２
２・０４７６）

■行政相談
★日時　2月25日（火）午後１時30分～4時　
★場所　三原文化会館　★内容　役所の仕事について
の苦情・相談　★相談員　木谷禮子さん

■苅田商工会議所における出張年金相談
★日時　2月19日（水）午前10時～午後3時　
★場所　苅田商工会議所　★問い合わせ先　小倉南社
会保険事務所（TEL０９３・４７１・８８６６）

■福岡県巡回交通事故相談
★日時　2月24日（月）午前10時～午後4時（受付は
午後３時まで） ★行橋市総務課広報広聴係（行橋市
中央１丁目１－１） ★常設・福岡県交通事故相談所
（TEL０９２・６４３・３１６８）

無料相談日程無料相談日程 無料相談日程 

  月  
    
  3 
10 
17 
24 
 

  日 
    
  2 
  9 
16 
23

  水  
  　  
  5 
12 
19 
26 
 

  木 
  　 
  6 
13 
20 
27

  金  
  　  
 7 
14 
21 
28

  土  
  １ 
  8 
 15 
 22  
 

  火 
    
  4 
11 
18 
25

　２月  FEBRUARY
役場代表番号（案内） 
TEL ０９３・４３４・１１１１ 
FAX ０９３・４３６・３０１４ 
ホームページ 
http://www.town.kanda.fukuoka.jp

広報かんだ　 
発行／苅田町 
編集／総務部総務課秘書室秘書広報係 
〒800-0392 
苅田町富久町１丁目19番地の１ 
TEL０９３・４３４・１９２１ 

人のうごき
（12月末現在）
出生 33人
死亡 22人
転入 110人
転出 146人

人口　　35,233人
男　 17,238人
女　 17,995人
世帯数 13,584世帯

※母子健康手帳を持参してください 
※問い合わせ先　パンジープラザ  TEL０９３・４３６・５１１５ 

予防接種　受付 午後１時３０分～２時 
　　予防接種名　　　　日　程　　　　　会　場 
　　　　　　　　　２月１８日（火）　パンジープラザ 
       三種混合                 ２０日（木）　福祉会館（尾倉） 
                                      ２１日（金）　西部公民館　　 
乳幼児相談　受付 午前９時３０分～１０時 
　　相 談 名　　 　　  日　程　　　　　会　場 
赤ちゃん健康相談　２月　４日（火）　パンジープラザ 
乳幼児健診　会場 パンジープラザ　受付 午後１時３０分～２時 
　　健 診 名　　　　　日　程　　　　　対　象 
４か月児健診　　　２月   ５日（水）Ｈ14.  9.1～30生まれ 
７か月児健診　　　　   １２日（水）Ｈ14.  6.1～30生まれ 
１歳６か月児健診　　   1９日（水）Ｈ13.  7.1～31生まれ 
３歳児健診　　　　　   ２６日（水）Ｈ12.  1.1～31生まれ 

 

乳幼児の予防接種乳幼児の予防接種・相談相談・健診日程健診日程 乳幼児の予防接種・相談・健診日程 

伝言コーナー

児玉ひとみイラスト展
★日程　2月4日(火）～9日(日）
★場所　苅田町立図書館
★問い合わせ先　児玉　TEL0930・23・0344
（略歴）1985年小倉生まれ。中学1年生より苅田町民となり
新津中学校に入学。現在、京都高校3年生。2年連続「まんが
甲子園」に出場。

「等覚寺特産グループ」がテレビ番組で紹介されます
2月1日(土）午前11時25分～30分に放映されるテレビ番
組、ＲＫＢ「ふくおか見聞録」で苅田町の等覚寺特産グルー
プの味噌づくりが紹介されますので、ご覧下さい。

（農政課からのお知らせ）

いっしょに応援しませんか
～苅田町民ふれあいマラソン大会～
★日時　2月2日（日）午前9時30分～
★場所　パンジープラザ周辺
※当日の参加申し込みはできません。
★問い合わせ先　苅田町民ふれあいマラソン大会実行委員会
事務局　TEL093・434・2493

⑲ 15.1.25
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田村希羅良
き ら ら

ちゃん（13日生）
父　洋行さん　母　美香子さん
（若久町）

いつまでも、その笑顔を忘れな
いでね。兄弟姉妹5人ずーっと
仲良くしてね。おたん生日おめ
でとう。

渡部希彩
きらら

ちゃん（20日生）
父　浩二さん　母　芳子さん
（新津）

1歳の誕生日おめでとう。テレ
ビのリモコン大好きな希彩ちゃ
ん。パパみたいにいっぱい食べ
て元気に育ってね。

向井亜衣夏
あ い か

ちゃん（28日生）
父　秀吉さん　母　みち代さん
（富久町）

『お誕生日おめでとう』あいちゃ
んはお父さんお母さん大湖兄ちゃ
んにとって大事な家族です。これ
からも可愛いい笑顔をたやさず、
素敵な女の子になってね。

池田陽香
はるか

ちゃん（6日生）
父　和憲さん　母　初代さん
（葛川）

明るく、元気で思いやりのある
女の子に育って下さい。お父さ
ん、お母さんより。

山下高輝
こうき

くん（18日生）
父　眞次さん　母　美奈さん
（下新津）

こうちゃん、お誕生日おめでと
う。これからも毎日あなたの笑
顔でパパとママを幸せにして
ね。

松永大輝
ひろき

くん（10日生）
父　康裕さん　母　愛さん
（神田町）

お誕生日おめでとう。大輝くん
の成長を楽しみにしています。
これからもよろしくね。

広瀬舞華
まいか

ちゃん（9日生）
父　靖弘さん　母　美穂さん
（尾倉）

まいかちゃん、1才のお誕生日
おめでとう。元気で心の優しい
女の子に育って下さい。

中島いずみ
　 　 　

ちゃん（12日生）
父　修さん　母　博美さん
（葛川）

いずみちゃん、お誕生日おめで
とう。元気なお姉ちゃんとやさ
しいおにいちゃんといっしょに
仲良く遊んで下さい。

松吉羽蘭
うらん

ちゃん（22日生）
父　慎一さん　母　優子さん
（尾倉）

羽蘭、お誕生日おめでとう。啓
人にいちゃんが大好きな羽蘭。
これからも仲良く、笑顔いっぱ
いの羽蘭でいて下さいね。

坂本梨夢
り む

ちゃん（15日生）
父　哲昭さん　母　幸子さん
（与原）

りむ、Ｈａｐｐｙ　Ｂｉｒｔｈ　
Ｄａｙ。名前の通り、『夢』の
ある元気な子になってね。これ
からも、いーぱいあそぼうね。

原七海
なつみ

ちゃん（8日生）
父　隆明さん　母　千晶さん
（提）

なっちゃん、お誕生日おめでと
う。いつもニコニコのかわいい
七海。これからも、元気で明る
い七海でいてね。

平川奏人
かなと

くん（31日生）
父　淳さん　母　麻美さん
（松原町）

かなちゃん、お誕生日おめでと
う。パパもママもゆいお兄ちゃ
んもかなのことが大好きです。
これからも、元気一杯のかなで
いてね。

山田蓮人
れんと

くん（7日生）
父　裕己さん　母　えり子さん
（下新津）

いつもわんぱくな蓮ちゃん。1
歳お誕生日おめでとう。ママも
パパもみんな蓮ちゃんの笑顔が
大好きです。産まれてきてくれ
てありがとね。

伊藤寧音
ね ね

ちゃん（3日生）
父　将人さん　母　さおりさん
（与原）

ねねちゃん、お誕生日おめでと
う。やんちゃな海斗兄ちゃんに
も負けず、元気にスクスク育っ
てるね。みんなねねちゃんのこ
とが大好きだよ。

後藤祐希
ゆうき

くん（29日生）
父　圭一郎さん　母　信江さん
（新津）

おたんじょうびおめでとう。よ
く笑う元気なゆう。ちょっぴり
おちゃめで寂しがりやないたず
らっ子。優しい子になってね。

楠田愛梨
あいり

ちゃん（20日生）
父　博幸さん　母　貴代子さん
（苅田）

愛ちゃん、お誕生日おめでとう。
パパ・ママそして綾香姉ちゃん
は、これからの愛ちゃんの成長
が楽しみです。たくさんの人に
愛される子になってね。

掲載希望者は、満１歳の誕生月の前月
末までに、役場総務課秘書室秘書広報係
へ写真を持参または郵送してください。

平成14年1月生まれ
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